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1．米国で見た「AI統合」の現実
　2025 年 10 月 24 日，シアトルの Microsoft 本社に
て，Microsoft Education の米州統括責任者である
Bruce Thompson 氏は，日本の派遣団である私たちに
対しこう語った，「大学は今，イノベーションの境界線
を押し広げる “ フロンティア・キャンパス ”―すなわち，
AI 技術を積極的に取り入れて新しい教育・研究の可能
性を開拓する先進的なキャンパス―へと変貌しつつあり
ます」．IDC（International Data Corporation）の調
査レポート［1］によると，教育分野の生成 AI 導入率は
86％であると報告されており，これは他の産業分野と
比べても最も高い数値だという．AI は既にキャンパス
内の隅々にまで浸透しているのである．
　筆者は，2025 年 10 月 23 日から 31 日にかけて，
AXIES 国際連携室による EDUCAUSE カンファレンス
派遣事業（以下，派遣事業）に派遣団員として参加した．
この 10 日間の旅は，シアトルの Microsoft 本社訪問か
ら始まり，ナッシュビルのバンダ―ビルト大学視察，
EDUCAUSE カンファレンスへの参加，そしてフェ
ニックスのアリゾナ州立大学視察へと続き，高等教育機
関における ICT の様々な先進的事例を学ぶことができ
た．その中でも AI との共存は重要なトピックであり，
今回，筆者は「自身の大学や日本の高等教育機関へ AI
を導入し，統合するにはどうしたら良いのか？米国の各
大学はどの様にして AI 統合に取り組んでいるのか？」
という視点を持って本派遣事業に臨んだ．
　本稿では，今回の旅を通じて学んだ見聞を，高等教育
機関への AI 統合プロセスを体系的に整理したフェーズ
モデル（3．AI 統合への道のり）に沿って報告する．こ
のフェーズモデルは，Chan（2023），Michael（2024）
らによる AI 統合フレームワーク研究［2-6］を参考に筆者
が提案するものである．AI は単なる技術的ツールであ
る．しかし同時に，極めて強力なツールでもある．この

派遣事業を通じて，筆者は AI を大学全体の価値を根本
から変革するための「戦略的アジェンダ」として捉え直
すことの重要性を実感した．本報告では，各大学の具体
的な取り組みを紹介しながら，日本の高等教育機関が今
後歩むべき AI Integration Journey への示唆を探って
いきたい．この報告が高等教育機関の未来を切り拓くヒ
ントとなれば幸いである．

2．EDUCAUSE派遣事業
　AXIES は毎年，米国で開催される EDUCAUSE 年次
カンファレンスへの派遣事業を実施している．この派遣
事業の詳細と魅力については，白井伸宙先生（三重大学）
が詳しく紹介されているため［7］，是非ご参照いただき，
今後の派遣事業へのご応募を検討いただきたい．また，
AXIES の成り立ちと EDUCAUSE との関係について
は，梶田将司先生（名古屋大学）［8］，藤村直美先生（九
州大学）［9］により当時の貴重な情報と共に報告されて
おり，現在まで続く EDUCAUSE との連携が今日の
AXIES 活動の礎となっていることが伺い知れる．

3．AI統合への道のり
3.1. Phase0 ～ 7 までの全体像
　高等教育機関への AI 統合は，技術導入プロジェクト
ではない．それは大学全体の価値観，教育・研究の在り
方，そして組織文化そのものを根本から見直す「戦略的
な改革」である．本章では，日本の高等教育機関への
AI 統合プロセスを体系的に整理したフェーズモデル（図
1）を用いて，各フェーズにおける米国大学の事例を紹
介する．統合プロセスは，準備段階（Phase00）から
始まり，データ・技術基盤の整備（Phase01），ガイド
ラ イ ン・ ポ リ シ ー 策 定（Phase02）， 教 育 へ の 統 合

（Phase03），学生支援の拡張（Phase04），研究・実務
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への展開（Phase05），運用・評価・改善（Phase06）
を経て長期的な AI 統合（Phase07）へと至る．ここで
重要なのは，これらのフェーズを必ずしも順番に進める
必要はないという点である．各大学の状況に応じて，複
数のフェーズを同時に進めたり，特定のフェーズに重点
を置いたりすることで，常に全体像を俯瞰し，現在地を
把握するための指針とするものである．
3.2. Phase00：旅の始まり ―目指すビジョンの定義
　“ASU is measured not by whom it excludes, 
but by whom it includes and how they succeed.”

（ASU は誰を排除するかではなく，誰を受け入れ，その学
生をいかに成功させるかによって評価される）-Arizona 
State University［10］．
　AI 統合の成功は，技術選定以前に「AI を用いて何を
成し遂げるのか」という明確なビジョンと，それを推進
するリーダーシップにかかっている．本節冒頭で紹介し
たアリゾナ州立大学（以下，ASU）の大学憲章は，単
なるスローガンではなく，AI 導入における意思決定の
基準として機能している．後述する Next Lab は，ま
さに「学生の成功にどう貢献するか？」という問いを中
心に置いた取り組みであると言える．また，ASU は自
らを「21 世紀の高等教育を再定義する New American 
University」［10］と位置付けており，AI はその実現手
段の一つとして戦略的に活用されている．
　フロリダ大学（以下，UF）では，「AI Across the 
Curriculum」（カリキュラム横断型 AI）という全学的
ビジョンを掲げている．これは文理問わず全ての学部・
カレッジで AI を教育することを宣言するものであり，
UF の 16 カレッジ全てに AI に精通した教員を戦略的
に 100 名採用するという施策を実行している［11］．この
取り組みにより，学生は自分の専門分野の文脈で AI を
学ぶことが可能となり，UF は「AI は情報系学部のも
のだけではない」という明確なメッセージを示した．
3.3. Phase01：データという土台は最大の武器
　“I can access data I trust to help me do my 

job and make decisions.”（私は必要なデータにアク
セスでき，そのデータを信頼し，業務や意思決定に活用
できる）― Olivia Kew-Fickus, Chief Data Officer, 
Vanderbilt University.
　非常に当たり前のことを言っているように思えるが，
業務や意思決定に必要な信頼できるデータへのアクセス
性（いわゆる FAIR 原則）を大学規模で実現することが
どれほど難しいか，筆者は今まさに痛感しているところ
である．多くの大学がそうであるように，バンダ―ビル
ト大学（以下，VU）も学務情報システム，財務や人事
データ，募金関連データ等，部門ごとにクローズドなシ
ステムが乱立し，データの抽出や統合が困難な状況に
あった．そこで VU はデータウェアハウス基盤として
Snowflake を導入し，サイロ化されたデータを一元的
に統合する戦略的なデータ基盤を構築することで，デー
タのアクセス性・信頼性を実現した．
　しかし，VU のデータ戦略の真髄は，技術的なプラッ
トフォーム構築に留まらない．同大学は「徹底的な協働

（A Radical Collaboration）」という文化的背景のも
と，IT 部門，データ戦略・分析室，各学部が連携する
エコシステムを形成した．具体的には，各学部（現場）
がデータを活用できるよう支援する「データパートナー
制度」を導入することで技術的なプラットフォーム×組
織構造×ガバナンスプロセスを統合した，相互に強化し
合うデータエコシステムを実現している．
3.4. Phase02：人を中心に置くポリシー
　“AI offers powerful opportunities, and real 
anxieties.”（AI は強力な機会を提供すると同時に，現
実 の 不 安 も も た ら す ） ― Ashley Dockens, Lamar 
University
　生成 AI は教育現場に大きな可能性をもたらす一方
で，深刻な倫理的課題も突き付けている．学生はAIツー
ルへの過度な依存または回避，AI 利用の許容範囲に関
する混乱など，様々な不安を抱えている．Ashley氏は，
学生の脳はまだまだ発達段階にあり，学生による AI の
誤った使用を道徳的な失敗としてではなく，発達的，心
理的，および教育的な課題として捉える必要性を強調す
る．こうした認識のもと，高等教育機関は，懲罰的では
ないポリシーの採用と，共感に基づく教育デザインへの
転換に取り組む必要があると同氏は主張する．具体的な
ポリシー例としては，シラバスに AI 使用の可否を明確
に示すことを推奨しており，「許可」「グレーゾーン」「禁
止利用」を明記することで，曖昧さを排除し，学生の倫
理的判断を助けることが重要であるとのことだ．
　筆者は，AI 統合の課題は技術的な課題だけではな

図1　高等教育機関へのAI 統合に向けたフェーズモデル
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く，信頼（Trust）の課題でもあると考える．信頼は学
生の幸福（Well-Being）と成功の基盤となる．学生が
AI ツールを適切に活用し，それによって学習を深める
ためには，教員と学生の間に信頼関係が構築されている
ことが前提となる．そのためには，共感に基づくポリ
シーこそが AI 時代における健全な教育環境を実現する
鍵となる．Phase02 において，大学は人間を中心に置
いた倫理的な枠組みを構築する必要がある．それは AI
と共に学ぶ学生の尊厳と成長を守るための重要な土台な
のである．
3.5. Phase03：教員が変われば教育は変わる
　“I’m less scared of AI after using it. I saw it 
more as a tool.”（AIを使った後，以前ほど怖くなくなっ
た．それはツールなのだと理解できた）― A professor, 
Penn State University
　AI を教育に統合するには，まず教員自身が AI を理
解し，使いこなせるようになる必要がある．しかし，多
くの教員は AI に対して「学生が不正に使うのではない
か」「自分の仕事を奪われるのではないか」という不安
を抱えている．本節冒頭の発言はペンシルバニア州立大
学が実施した「Summer Prompt Challenge［12］」の参
加者によるものであり，本プログラムはこうした不安を
解消し，教員の AI リテラシー向上を目指した先進的な
取り組みとして紹介された．
　このプログラムは，教員の研究や休暇に入る夏季に
12 週間にわたって実施されたものである．目的は教員
が単に AI ツールの使い方を知るだけでなく，それを教
育実践に深く組み込むことであり，生成 AI を授業設計
や教員の負担軽減にどのように反映させるかという点に
焦点を当てている．プログラムでは，教員に対する共通
の課題に関連した具体的なプロンプトのテンプレートを
毎週提供した．例えば「学生が常に同じ間違いを犯す課
題への対処法」「評価基準作成の負担を軽減するための
質問」「推薦状のドラフト作成方法」などである．教員
はこれらのテンプレートを編集し，Teams 上のコミュ
ニティスペースで共有し合うことで生成 AI に関して何
がうまく行ったか，学生に対して何をするのかといった
意見交換がなされた．
　プログラム開始時，参加者の 41％は生成 AI を一度
も使ったことがないと回答していた．しかし，チャレン
ジ終了後には，52％の教員が生成 AI を頻繁に利用して
いると回答した．更に印象的なのは，本節冒頭に紹介し
た教員の言葉（心理的変化）である．教員は AI が「得
意なこと」と「不得意なこと」を理解し，それを「我々
の仕事を奪うもの」ではなく「ツール」として捉えられ

るようになった．教員が変われば，教育が変わる．同大
学の取り組みは，その道筋を示す一例であると筆者は考
えている．
3.6. Phase04：学生支援に活かすデータ連携と教育
　“Find out who are the actual people on the 
ground working with the data, start making 
connections, and start talking with people”（現
場で実際にそのデータを扱っているのは誰かを見つけ出
し，繋がりを作り，話を始めて下さい）― Astrud 
Reed, University of California, Irvine
　データ基盤の整備と共に，データと AI を実際に「使
える人材」を学内に育成し，学生支援に活かす文化を醸
成する取り組みを実施している大学がある．ここでは，
カリフォルニア大学アーバイン校（以下，UCI）の「UCI 
Compass」を見てみたい．
　UCI Compass は教職員・学生・リーダー層を対象
とした，データ分析・可視化・AI 活用・倫理といった
学習プログラムである［13］．また，学生を 360 度あらゆ
る角度から見渡せる情報収集・分析基盤としての側面も
あ り， 学 生 の ニ ー ズ に 瞬 時 に 対 応 し て「Student 
Success（学生の成功）」を支援することが最大の目的
である．教職員はデータに基づいた意思決定を行い，適
切な介入を行える必要があるため，本プログラムでは
ゲーミフィケーション要素を導入し，学習意欲を維持し
ながら，段階的にデータリテラシーを身に付けられる仕
組みを構築している．
　前述したように多くの大学では，データは部門ごとに
分断され，組織のサイロ化が深刻な課題となっている．
UCI Compass の実現に向けて UCI が取り組んだの
は，「People Map」という手法である．これは組織単
位の他に，キャンパス全体の関係者をマッピングし，接
続点を見つけ出すものである．重要な気付きは，「組織
はデータを囲い込みたいのではない．本当は活用したい
と思っている」という点である．多くの場合，データ共
有が進まないのは，悪意や抵抗ではなく，「誰がどのデー
タを持っているのか」「誰に相談すればいいのか」が分
からないからである．People Map はこの見えない壁
を可視化し，データ連携を阻害する組織間のサイロ構造
を解消する一助となるであろう．
3.7. Phase05：学生が運営主体の Next Lab
　“We are a community of future-focused 
thinkers and creators.”（私たちは未来を見据えた
思考者であり，クリエイターのコミュニティである）― 
Next Lab Mission Statement, Arizona State 
University
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　3.2 節で紹介した ASU の憲章「学生をいかに成功さ
せるか」は，Next Lab［14］という具体的な形で実現さ
れている．Next Lab は，学生ワーカーが主体となって
運営されるスタジオであり，学内外の様々なパートナー

（企業や市）と協働で PoC や実用最小限の製品開発を
行う． 
　Next Lab の特徴は，その独自の運営モデルにある．
ここで働く学生は自身の興味やスキルセットに応じて

「ギルド」に配属される．ギルドはモデリングやアニメー
ション，ゲーム開発から AI，ストーリーテリングに至
るまで多岐にわたる．運営資金は大学とパートナーによ
り提供されており，学内外の様々なパートナーとの協業
によって，都市開発シミュレーションや STEM 教育の
ための VR 学習体験の開発といった実践的なプロジェク
トを実施する．プロジェクトには，各ギルドから学生が
選出され，プロジェクトチームとしてパートナーと協働
で成功に向けて推進する．
　筆者が Next Lab を訪問した際，ここで働く学生に

「ASU に来てよかったと思うところはありますか？」と
尋ねたところ，「全米から様々な考え方を持った学生が
集まり，交流できる点でとても学びになっている，また
そういったコミュニティがたくさんあるところも良かっ
た」という答えが返ってきた．Next Lab では課題解決
に向かってメンバーが互いに教え合う Peer Learning
の文化があらゆる場面で形づくられている．異なるバッ
クグラウンドを持つ学生同士が協働することで，技術的
なスキルだけでなく，多様な視点や問題解決のアプロー
チを学ぶことができるのだ．学生自身の成長と実践的な
成果創出を両立させる，画期的な運営モデルがここには
あった．
3.8. �Phase06：データ中心の文化と協働的サイバーセ

キュリティ
　AI 統合による品質管理と継続的改善には，データ中
心の文化に対する「組織全体の理解」に加えて，「一人
ひとりの意識向上」が必要である．EDUCAUSE は毎
年，高等教育機関における ICT リーダーたちが今後注
目すべき重要課題「EDUCAUSE Top 10」を発表して
いる．2026 年版では，日々のシステム運用・評価・改
善 を 行 う 中 で， 機 関 全 体 が「 集 合 的 な 意 思（A 
collective will）」を構築し，複雑な技術的環境を乗り
越えるための「個人の能力（Individual capabilities）」
を開発する必要性が強調された［15］．
　筆者は，この両輪を実現する上で特に重要な課題とし
て，「データ中心の文化の構築（No.4）」と「協働的サ
イバーセキュリティ（No.1）」に注目した．前者は，堅

牢で統一されたデータインフラへの投資と，機関全体が
一丸となった文化形成を求める．後者は，サイバーセ
キュリティを全ての人の日常業務に組み込み，共有責任
として捉えることを強調する．更に，ゲーミフィケー
ションやマイクロトレーニングといった創造的で関連性
の高いアプローチにより，個人の意識向上を図ることが
推奨されている．
　大学は技術的な運用だけでなく，組織文化と個人の能
力開発を同時に推進する必要がある．この両輪こそが，
AI 統合を含む大学改革を持続可能なものにする鍵とな
るのである．
3.9. Phase07：Teaching から Learning へのシフト
　“We are going to all be seeing a shift that is 
from teaching to learning.”（私たちは皆，Teaching
から Learning へのシフトを目の当たりにするだろう）
― Dr.Sandeep Krishnamurthy, Cal Poly Pomona
　EDUCAUSE カンファレンスのパネルディスカッ
ション「Higher Ed 2035」において，将来の大学教育
には根本的なパラダイムシフトが起こるという議論を聞
いた時，筆者は大きな衝撃を受けた．それは「どう教え
るか（Teaching）」から「どう学ぶか（Learning）」へ
の転換である．この変化の中で，教員の役割もまた大き
く変わっていくという．
　従来，教員は学生の学習プロセスに深く関与してき
た．AI が導入されても，教員が AI 利用プロセスの中心
にいて，全てをコントロールする，いわゆる「Professor 
in the loop」の形が続いてきた．しかし，AI がより高
度化し，学生が主体的に AI を活用するようになると，
教員の役割は「Professor on the loop」へと転換して
いくことが予想される（図 2）．具体的には，教員が学
生の AI 利用プロセスを外部から監督し，必要な場合に
介入する役割である．学生は自ら AI を活用して探求や
実験を行い，教員はその過程を見守りながら，適切なタ
イミングで修正的な指導やコーチングを提供する．この
アプローチにより，学生はエンパワーメントされ，自律
的な学習者として育つ．教員は「教える人」から「学び
を導く人」へと変わっていく．
　また，本稿冒頭に述べた Microsoft の Bruce 氏は，
将 来 の 高 等 教 育 機 関 の 在 り 方 と し て「Agentic 
Platform」という構想を示した．これは，多様な AI エー
ジェントが相互に連携し，学生一人ひとりのキャンパス
ライフをパーソナライズする未来のプラットフォームで
ある．そこでは，AI エージェントが教科を教え，学生
サービスを担い，学生と共に成長するパーソナルアシス
タントとして機能し，学生は画一的な教育プログラムに
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従うのではなく，主体的に自らの学習経験をデザインす
ることができる．
　これは SF の話ではなく，既に実現すべく取り組んで
いる目の前の現実なのである．日本の高等教育機関は，
この来るべき未来に向けた準備を今，始める必要がある
のではないか．

4．終わりに
　EDUCAUSE カンファレンス派遣事業を通じて，筆
者が最も強く感じたのは「コミュニティの力」である．
EDUCAUSE の CEO である John O’Brien 氏は，現地
での AXIES@EDUCAUSE イベントにおいて，我々日
本からの派遣団に対してこう語った．「国際的な移動は
かつてないほど大変だということは承知している．為替
の問題も全て理解している．それでも皆さんがここに来
てくれたこと，それだけで私たちは励まされる．そし
て，私たちが互いに対話を続けることは，この分野に
とって非常に重要なことである」．
　成功事例だけでなく，課題や不安も共有する国際的な
コミュニティの存在が，我々に勇気を与え，未来を創る
力となる．本稿で紹介したフェーズモデルは，「チェッ
クリスト」ではなく「指針」として，各大学の状況，強

み，優先課題に応じて何らかの参考になればと思い作成
した．この報告が，我が国の高等教育機関が歩むべき
AI 統合への旅の一助となれば幸いである．
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